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に
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）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新しい場所へ来た人が、故郷のものを恋しがるというのはよく
                                                   あることです。家族や友達は当然のことながら、好きなお店や食
　　　　　　　　　　　　　　　　　べ物も含まれています。日本へ来て約１年間、もちろんそういう
　　　　　　　　　　　　　　　　　ものも恋しくなってはいますが、以前にも海外に住んだことがあ
　　　　　　　　　　　　　　　　　るので、まだそれほど苦しんでいるわけではありません。
　過去の海外生活の中でも、日本にいるときのサッカーほど恋しく思ったものはありません。人生で初
めて、自分の一番好きなチームの試合もヨーロッパリーグ全体の試合も見られなかったのが日本だった
からです。日本でのテレビ放送やインターネットのハイライトはすごく便利ですが、問題はやはり時差
です。今回のヨーロッパ・チャンピオンズ・リーグはオーストリアとスイスで行われているので、時差
のせいで生中継を見るのに苦労しました。今のところとてもいいトーナメントらしいですが、私はちら
っとしか見ていないので、実際にはよく分かりません！
　試合が見られなくて残念ですが、日本にも熱烈なサッカーファンがいることが分かり、とても感心し
たこともあります。私が日本で会ったさまざまな人の中には、本気でサッカーが大好きな人もいます。
ある時は、電車の中で、知らない人と私のホームチームについて話しました。最後の試合にどの選手が
出ていたか、どの選手が最近活躍しているかなどについて話しました。まったく違う所から来ている二
人がこんな話をできて、同じサッカーに対する熱意があって、私は本当に感動しました。
　サッカーは本当に国際的なスポーツで、日本や世界中の人と人をつなげるもっとも良い掛け橋だ、と
私は信じています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜訳　国際交流員ケイレブ＞

▲外国語指導助手

　トム・シャラさん
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